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	事　　業　　名
	事　　業　　概　　要

	事業者：高木不折

所属：豊田工業高等専門学校

助成番号：12-1-Ⅱ-2)-3
	[目的]

本年度は，以下の２つを研究目的の軸として事業を進めた．

１．河道内一時水域の生息場評価のための物理環境の調査法・予測法の確立・提案．

２．河道内生物生息場の，ダム建設などによる変質に関する調査と適正な予測手法の検討．

	
	[内容]

１．上記１．については，砂河川である木津川の中流域交互砂州上の一時水域「たまり」をとりあげ，その物理場が平水時・洪水時にどのような環境となるのかを推定するために，現地調査・数値計算を援用した方法を検討した．

２．上記２．については，矢作ダム下流の矢作川をとりあげ，ダムによってどのような生息場の変質がおきたのかを現地調査・資料調査によって把握した上でCost/Benefitの考え方を導入した評価手法を検討した．

	
	[結果]

１．一時水域「たまり」の物理環境は，平水時において伏流が重要な水交換の要素であり，現地トレーサ試験や伏流数値解析によってその交換量推定が可能であることが示された．また，洪水流況が，このたまりと本川流との水の連続を大きく支配しているが，地形計測と洪水流平面２次元解析によってその頻度や本川との水域連続の継続時間を知ることができ，生物の避難など生活史の中の重要なファクターに関する情報を提供する手法を示した．

２．ダム建設に伴う流況・土砂供給の変化に起因する生物相の変化（糸状藻類の繁茂，アユの減少）は，流況の変化，つまり河床の攪乱頻度が減少したことによること，またそれにより瀬・淵の構造にも変化があることを，資料解析および水理・河床変動解析を通じて移動床水理学的側面からの検討から明らかにした．また，Cost/Benefit概念モデルをIFIM/PHABSIMに導入し，変質する生育・生息場の評価への適用性を確認した． 
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豊田工業高等専門学校

	本事業の目的は，河道内に生息する動植物のマイクロハビタットの評価手法の提案を目標に置き，河道水理学に基づいて，①物理環境の記述・予測する手法，②それらの情報から，生息場の推定・評価に関する手法の提案，を行う事である．具体的には３つの研究を行った．

１．「魚類の各種行動を考慮した生息環境評価手法の開発」　魚類の生息場は，行動（定位・摂食・産卵，洪水・渇水時の避難）毎に異なる．これらのハビタート間の空間連続性を考慮した生息場評価手法を提案し，これを応用して２次流路等の微地形の役割について示した．

２．「河道内一時水域の生息場評価のための物理環境の調査法・予測法の確立・提案」　河道内の微地形によって存在する，通常本川から独立した水域である「たまり」は，生物の生息場の多様性や，洪水時の避難の場と言う点で重要である．生物による利用状況を推定するに当たり，その場が平水時および洪水時にどのような物理環境になるのかという情報を，現地調査や２次元平面伏流水解析・表面流解析を通して提供できることを示し，手法として提示している．砂河川の木津川をテストサイトとして取り上げている．

３．「ダム建設などによる河道内生物生息場の変質に関する調査と適正な予測手法の検討」　評価手法は，ダム建設等の人的インパクトによる物理環境の変化の推定・予測手法とそれに立脚した生物生息場適性の評価の２つに分けられる．ここでは，矢作川を取り上げ，上流のダム建設が引き起こした，下流のある区間の物理場の変質，例えば河床粒径や瀬・淵構造の変化を河川水理学・移動床水理学によって推定し，予測可能な方法であることを示した．また，そのような生息場の評価する方法として，Ｃｏｓｔ／Ｂｅｎｅｆｉｔの概念をＩＦＩＭ／ＰＨＡＢＳＩＭに導入した評価方法を適用し，適正な評価を得ることを示した．


